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瀬島さんと中曽根さん
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昔
話
だ
が
、
昭
和
5
9年
か
ら
３
年

間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
日
本
大
使
館
で

書
記
官
を
し
て
い
た
頃
、
お
仕
え
し

た
越
智
啓
介
大
使
か
ら
懇
意
の
瀬
島

聾

二
さ
ん
（
伊
藤
忠
商
事
相
談
役
）
が

来
る
の
で
お
世
話
す
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
た
。
陸
軍
大
学
首
席
卒
で
恩
賜

の
軍
刀

拝
受

の
超
エ
リ
ー
ト
で
あ

り
、
陸
軍
参
謀
本
部
員
、
関
乗
軍
参

謀
、
戦
後
は
自
身
も
長
く
シ
ベ
リ
ア

に
抑
留
さ
れ
た
歴
史
上
の
人
物
で
あ

る
。
そ
の
後
、
伊
藤
忠
商
事
嘱
託
か

ら
会
長
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。
昭
和

5
6年
か
ら
は
第
二
次
臨
時
行
政
調
査

会
（
土
光
臨
調
）
委
員
。
臨
調
の
官
房

長
官
と
称
さ
れ
、
中
曽
根
政
権
の
ブ

レ
ー
ン
と
し
て
政
財
界
に
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
来
訪
時
、
商
務
案

件
は
現
地
伊
藤
忠
商
事
に
委
ね
、
政

府
関
係
の
視
察
や
会
談
は
日
本
大
使

館
が
お
世
話
し
た
。
お
そ
ら
く
私
か

生
涯
で
出
会
っ
た
最
も
頭
脳
明
晰
な

紳
士
の
一
人
で
あ
る
。
発
言
は
実
に

簡
潔
で
要
を
得
て
留
学
経
験
の
な
い

私
で
も
通
訳
に
困
ら
な
か
っ
た
。
私

は
随
行
の
合
間
に
厚
生
省
出
身
で
土

光
臨
調
が
提
言
し
た
老
人
医
療
制
度

の
見
直
し
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
お
話

し
し
た
。

欧
州
の
外
縁
か
ら
３
年
ぶ
り
に
帰

国
し
た
私
は
間
も
な
く
国
会
内
の
厚

生
省
政
府
委
員
室
で
国
会
対
策
の
仕

事
に
就
い
た
。
今
度
は
霞
が
関
の
外

縁
に
身
を
置
き
つ
つ
大
臣
レ
ク
の
差

配
や
国
会
議
員
や
秘
書
、
各
政
党
の

院
内
事
務
局
の
お
世
話
仕
事
を
通
じ

た
情
報
業
務
を
２
年
間
続
け
た
。
霞

が
関
と
は
異
次
元
の
世
界
だ
っ
た
。

あ
る
と
き
、
中
曽
根
康
弘
事
務
所

か
ら
総
理
が
議
員
会
館
の
部
屋
に
い

る
と
き
に
話

が
で
き
る
と
言
わ
れ

た
。
瀬
島
さ
ん
の
御
縁
か
な
と
推
察

し
た
。
実
際
、
中
曽
根
さ
ん
と
私
だ
け
の

対
談
が
実
現
し
た
。
話
題
の
詳
細
は

記
憶
に
な
い
が
、
出
身
を
問
わ
れ
、

北
海
道
と
答
え

る
と
、
「
そ
う

か
。

三
井
か
？

三
菱
か
？・
そ
れ
と
も
住

友
か
？
」
と
問
わ
れ
、
い
ず
れ
も
否

定
し
た
。
「
で

は

ど
こ

か

の
網
元

か
？
」
と
問
わ
れ
、
私
は
内
陸
育
ち

と
答
え
た
ノ
そ
れ
は
済
ま
ぬ
。
で
は
、

ど
こ
の
牧
場
か
？
」
と
重
ね
て
問
わ

れ
た
。
私
は
困
惑
し
た
が
演
歌
の
世
界
で

よ
く
あ
る
よ
う
に
生
活
破
綻
し
北
に

逃
れ
た
家
族
の
子
孫
で
あ
る
と
正
直

に
答
え
た
。
す
る
と
驚
い
た
よ
う
に

「
君
は
本
当
に
高
文
（
注

ご
咼
等
文
官

試
験
）
か
？
」
と
問
わ
れ
、
東
大
法

学
部
卒
で
上
級
甲
種
合
格
と
答
え

た
。
そ
の
と
き
、
中
曽
根
さ
ん
は
驚

い
た
表
情
で
天
井
を
見
つ
め
、
「
時

代
が
変
わ
っ
た
の
だ
な
」
と
息
を
吐

い
た
。
記
憶
に
残
る
出
会
い
で
あ
っ
た
。

確
か
に
霞
が
関
に
は
名
家
の
子
孫
も

い
る
。
一
方
、
私
は
お
仕
え
し
た
大

使
や
先
輩
だ
ち
か
ら
何
故
か
北
海
道

出
身
者
ら
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
き

た
。
そ
の
度
に
日
本
の
外
縁
育
ち
と

し
て
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
も
の

だ
。
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